
温泉下林地区

市では、令和２年７月豪雨災害からの復旧復興に向けた大きな指針となる「人吉市復興計画」を３月
に策定しました。計画の基本方針では“市民一丸となって取り組む復興”を掲げ、この甚大な災害を乗り
越えさらにより良いまちとしていくためには、地域住民、地域事業者、行政等が一体となって復興への
歩みを進めていく必要があります。

今回策定した「人吉市復興まちづくり計画」は、被害を受けた地域等の実情や課題が異なることを踏
まえ、地域ごとにどういった対策や取組が必要かを住民の方が中心となり検討を重ね、復興に向けて地
域が提案する内容を整理し、計画にまとめたものです。災害に強く、未来への希望につながるまちづく
りに向けて、ハードとソフトの両側面から地域ごとに必要な対策、取組をまとめています。

■計画の対象地域
市全域を対象としますが、特に被害が甚大であった地域を「重点地区（８地区）」と設定し計画を整

理しています。また、市中心部で一体的に取組を進めていくことが求められるまちなかエリアについて
は「人吉市まちなかグランドデザイン」として計画を整理しています。

■計画の推進に向けて

復興まちづくりにあたっては、地域住
民、事業者、行政等が自ら主体的に取り
組むことが重要です。
適切な役割分担のうえで連携・協働し

一丸となって計画実現に向け取り組みを
進めます。

※計画はＲ3.10月時点版を初版として取りま
とめ、復旧復興の進捗や状況変化を踏まえ柔
軟に見直しを行います。

■計画期間

■計画策定の目的

■復興まちづくり計画の基本方針

復興まちづくりの目標

温泉下林地区の復興まちづくり計画

地区の主な課題 取組方針 具体の取組

復興にあたっては、流域治水プロ
ジェクトに基づく治水対策の推進を
前提としながらも、くらしやコミュ
ニティ、地域経済の再生を図りなが
ら災害に負けないまちづくりを進め
ていく必要があります。
この計画では右図に示す視点に

沿って各地域の取組方針を整理して
います。

令和３年度～令和９年度

概 要 版

令和３年10月版

❶❷

■計画の検討体制

市全域

中心市街地地区 青井地区 麓・老神

地区

球磨川

左岸地区
薩摩瀬地区

温泉下林

地区
中神地区 大柿地区

区域の一部

被災市街地復興推進地域

まちなかエリア 重点地区（被害が大きかった地区）

対 象 地 域 下林町、中林町、温泉町

地区別懇談会等における
必要な対策等の検討
（R3.4月～10月）

提
案

人吉市復興まちづくり
計画へ反映

●地域の課題だし
●治水対策とまちづくり・避難の考え方
●地域の課題をもとに必要な対策の検討
●復興まちづくり計画案として整理

計画全文は市ホーム
ページでご確認いただ
けます。

読み取ると市ホーム
ページへリンクします

（問い合わせ）人吉市役所復興支援課
☎ ０９６６－２２－２１１１(代)
Mail:  fukkousien@hitoyoshi.kumamoto.jp

温泉町『川と共存し“温泉”を活かした助け合いで築くまちづくり』

下林町･中林町『住民が生き生きと住み続けるまちづくり』

まちづくりの方向性を踏まえた
住まいの再建方策の検討

住まいの再建における安
全性の向上

安全性を高める建て方の誘導

集会所の再建コミュニティの再
生

集会所の再建とコミュニ
ティの強化

コミュニティの核としての集会所の再建【温泉町】

地域活動の活性化【下林町・中林町】

地域の温泉と観光の再生
観光資源である”温泉”
を活かしたまちづくり

観光資源としての温泉の復活【温泉町】

早急な農地の再生
農地の再生によるなりわ
いの再建

農地の再生、集約化

田んぼダムの整備

安全な避難ルートの確保
避難路ネットワークの形
成

安全な避難路の整備

避難施設の確保・改善

緊急時の避難場所の整
備・確保

安全な避難場所の整備

安全な避難場所の確保

村山台地を活用した避難場所の確保

避難所の機能や運営の見
直し

避難所の備蓄の拡充

避難所の運営方法の改善

情報発信方法の改善
適切な情報伝達手段の確
保

防災情報の伝達機能の強化

避難時に機能する仕組み・体制
の構築

全員が避難できる仕組み
づくり

地域特性を踏まえた地区防災計画、マイ・タイムライン
の作成

小河川の氾濫対策
小河川の氾濫対策の推
進・促進

小河川の氾濫対策の推進・促進

球磨川本川の氾濫対策
流域治水プロジェクトに
よる本川・支川の水位の
低下

流域治水プロジェクトによる本川・支川の水位の低下

治水対策の進捗状況の見える化

災害時等の活動拠点の確保
災害時等の活動拠点とな
る施設機能の確保

災害時の施設機能のあり方検討

【復興に向けての３つの柱】 【復興まちづくりの視点】

視点５：防災性の高い建て方の誘導

視点６：命を守る避難方法の見直し

視点４：都市活動を支える土地利用の実現

視点３：持続可能な地域経済の再生

視点１：暮らしを支える住まいの再建

視点２：地域を支えるコミュニティの再生

①被災者のくらし再建と

コミュニティの再生

②力強い地域経済の再生

③災害に負けない

まちづくり
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温泉下林地区 復興まちづくり計画【地区整備方針・避難ルート図】

❸
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スポーツ
パレス

堤病院
（※要協議）

楽行寺
（※要協議）

なごみの里
高台災害拠点の形成

万江川橋

下林町二区町内会館

中林会館

断面イメージ図

Ａ´Ａ

防災拠点機能の強化

復興後

農地等居室

市街地の浸水対策

高台
災害拠点
避難所

市道

宅地嵩上げ県道

国道445号
都市計画道路

ＪＲ
肥薩線

沿道
商業施設

球磨川

旅館
集落

スポーツ
パレス沿道

商業施設

緊急避難場所
（避難タワー）

の整備

凡例
河川整備方針の確認

避難路（現況）

避難路整備

避難場所、避難所

避難タワー

安全な避難場所

※民有地の活用は要協議

仮屋町内会館

前村町内会館

排水機場

県道 球磨川県道 球磨川

Ａ´

翠嵐楼

林保育園
（※要協議）

堤防強化

河道掘削

緊急避難場所整備
薩摩瀬地区の住民も利用できる場所に高台を
整備し、普段から人が集まる場所に。

公園､オートキャンプ場､
トリム･ウォーキングコース､
救助用ヘリポート、等

高台のイメージ
（静岡県袋井市）

コミュニティ施設（温泉施設、集会所）
既存施設を再生し、由緒ある温泉を活かした交流の
場を設けるとともに、集会所・駐車場を整備。

高台整備

堤防嵩上げ

避難路として
堤防道路拡幅

緊急避難場所整備
避難路沿いで、2方向避難の分岐近くに、逃げ遅れ
た際に逃げ込める想定最大規模以上の避難タワー
を整備(情緒ある温泉町には、機械やロボットのよ
うなタワーは合わない)。

避難路整備
早めの多方向避難が可能となるよう避難路となる
道路の拡幅・嵩上げ。

都市計画道路下林柳瀬線（起点）

コミュニティ施設
（グラウンドゴルフ場）

人が集い身体を動かす公園
として復旧、維持管理

空き地の管理や樹木・植栽の手入れ等ができる仕
組みを、協定や条例を制定してルール化。

空き地バンクのような仕組み構築。
空き地を市が嵩上げして分譲。

人吉第二中学校

ニシムタ

ダイナム

燕商工保育園
（※要協議）

西工作所

直売所

【駐車場】（要協議）

【駐車場】

【駐車場】
（※要協議）

踏切拡幅
ガードレール撤去

駐車場の透水性向上

拡幅

河川形状
変更

防災拠点機能
強化の検討

護岸の補強

浸水対策

浸水対策

浸水対策

浸水対策(水路整備)

宅地への雨水の浸透・貯留施設整備
農地の田んぼダムとしての活用

水路整備

小河川の整備、排水機場整備、耐水化
小河川の雑草や堆積土砂等を定期的に撤去し、清
らかな水辺環境を維持するとともに、各小河川の
排水機場の整備(出水川､福川)・耐水化(頭無川)を
促進。

頭無川雨水ポンプ場

川下りの下船場に
相応しいしつらえ

農業用排水整備

川下り下船後に温泉町を散策し、茶屋や休憩所等
で一休みできるような仕掛け。

脱輪防止に
道路境界を整備

万江川の水が増える前に、中原小学校や
原田方面へ早期避難できるように。

防災拠点機能
強化の検討

※避難場所については、令和３年度避難場所の内容に
合わせ一部修正しています。
本編は次回改定時に合わせて修正を行う方針です。


